題　名（中央揃え，文字サイズ14pt，太字）

氏　名（右揃え，文字サイズ12pt，太字）

ここから本文を入力してください．




（いわた　ともふみ：〒123-4567　●●市○○町1-2-3）
↑氏名のひらがな表記と連絡先をお忘れなく！

※このファイルで原稿を書いていただくと，レイアウトがほぼ変わることなく寄せ蛾記に掲載できます．投稿規定に記載してあるとおりの文字数，余白，文字を設定しているためです．ただし，都合により微修正を加えることがあります．ご了承ください．


※以下，おまけ情報．参考になるのではと思ったことを書きます．
※あくまで参考です．厳守の必要はありません．

＜記録の書き方の例＞
例1↓
Appasus japonicus (Vuillefroy, 1864)　コオイムシ
1頭，横瀬町横瀬（MC：5339-7097W），2009年8月29日，筆者採集・保管．

例2↓
Appasus japonicus (Vuillefroy, 1864)　コオイムシ
1 ex. ，横瀬町横瀬（MC：5339-7097W），29.VIII.2009，筆者採集・保管．

・ローマ数字は使わないでください　（〇 VIII　⇔　☓ Ⅷ）
・「1 ex.」には「.（省略記号としてのピリオド）」が必要です．
・「2 exs.」のように，2頭以上は複数形を示す「s」が付きます．
・「MC：5339-7097W」はメッシュコードです．最後の「W」は「世界測地系」であることを示します．
・メッシュコードはつけていただいた方が良いですが，付ける場合は必ず「世界測地系」の数値を使って下さい．
・メッシュコードには現在ほとんど使われていない「日本測地系」も存在します．そのため，混乱を避ける意味合いから，調べた数値が「世界測地系」であるか分からない場合はつけないでください．





＜文献の書き方の例＞
例↓
林　正美・宮本正一 (2005) 半翅目．日本産水生昆虫－科・属・種への検索－，pp. 291-378．東海大学出版会．
岩田朋文・岩田泰幸 (2008) 埼玉県におけるコオイムシ属について．寄せ蛾記(131): 1-5．

・文献リストは末尾にまとめて書き，可能な人はハーバード方式で記してください．
・文献は著者姓のイニシャルのアルファベット順に並べます（アイウエオ順ではない）．
・1つの文献情報が2行目に突入した場合，2行目以降の先頭は2マスくらいスペースを空けて下さい．
・雑誌の場合は「著者名（出版年西暦）論文のタイトル．雑誌名（号数）：該当ページ．」の順に書きます（団体名は不要）．
・書籍の場合は「著者名（出版年西暦）本のタイトル．該当ページ．出版社名．」の順に書きます．


＜図のタイトルの書き方＞
例↓
図1．コオイムシ（横瀬町産）；図2．横瀬町○○の産地（2009年9月13日岩田朋文撮影）．

・写真配置に指定がある場合は本文に写真を入れて下さい．
[bookmark: _GoBack]・写真データ単体も別のファイルで送ってください．
